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≪ Ｔ Ｏ 注 意 点 ≫   (テーブル用) 
 

 

                チームファウル４回目 

個人のファウル５回目 
            

 審判のレポートが終わったあと、すぐに知らせること 

 

 

≪合図のしかた≫ 
         スコアラーの合図                   タイマーの合図 

 

≪スコアラー・アシスタントスコアラー≫ 

 ☆ファウルがあった時、審判のレポートをしっかり見ること 

基本、鉛筆を持ったまま作業をおこなう⇒ＯＫサインは逆手で審判にめがけて 

   

☆ファウルの表示は立ち上がって『ゆっくり・分かりやすく』 
 

 

≪タイマー≫ 

☆審判の笛でとにかくすぐにタイマーを止めて手をあげること 

ヴァイオレーション、フリースロー１ショットの時⇒手を挙げたままにしておく 

フリースロー2 ショットの時⇒審判のレポートを確認してからおろす 

            １ショットの合図で再び手をあげる 
 

  手の挙げ方はまっすぐに⇒顔をまっすぐにして腕が耳にあたるように 
 

 

≪ショットクロック オペレイター≫ 
☆シュートのとき、必ずボールがリングにあたっているのか確認する 

あたっていた⇒リセットボタンを押し続ける 

オフェンス側がリバウンド  ⇒１４秒リセット 

ディフェンス側がリバウンド ⇒２４秒リセット 

あたっていない⇒リセットボタンは押さない 
 

☆審判の笛が鳴ったら、まずは『ストップ/スタートボタン』で２４秒を止めよう 

 

☆コート内のプレイヤーがボールをコントロールしてからスタート 
 

☆タイムアウトのスタートは審判の合図が終わってから 

タイム・アウト 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

両手で(片手は指で)Ｔ型を示す 

交  代 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

胸の前で両腕を交差させる 

タイム・アウト 
(ゲーム・クロックを止める) 

 

 

 

 

 

 

 
 

手を開き頭上に上げる 

タイム・イン 
(ゲーム・クロックを動かし始める) 

 

 

 

 

 

 

 
 

手のひらを握って下ろす 

を知らせるタイミング 注 意 


